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告 験し、難しい手技が可能で時に手術時間は延長し

ても、従来の腹腔鏡手術以上の低侵襲性を実感し
ています。当院では標準術式として定着するよう
にこの取り組みを継続し、考えて良い手術ができ
る外科医の育成につなげていきたいと考えていま
す。
　さらに国内では 6 番目に認可された手術支援ロ
ボットの「ANSUR」も日本で3番目に導入予定です。
今までのロボットには無い助手特化型ロボットで、
修練した外科医であれば色々な手術が１人ででき
るようになります。新テクノロジーで新しい働き
方を目指します。
　今後も「常に考えてより良い手術を提供する」
ことを全員で継続、追求しています。本年もよろ
しくお願いいたします。
 〔文責：木村真樹〕

　外　　　科

【人員体制】
名誉院長　　  1 名
理事長　　　  1 名
クリニック長  1 名
部長　　　　  3 名
副部長　　　  1 名
医員　　　　  5 名

　 
　2024 年 4 月から松波英一名誉院長、松波英寿
理事長、花立史香クリニック長のご指導のもと、森、
木村、栃井、杉本、村瀬、川尻、服部、湯村でス
タートしています。杉本舞子先生は乳腺外科で診
療を開始し専門医を目指しており、6 月からは常
勤として活躍していただきます。2023 年の手術
は NCD 登録 904 例と前年から変化なく、2023 年
度では 914 例と前年度よりわずかに増加、中でも
胆膵の悪性腫瘍手術件数増加が特徴的でありまし
た。当院では 10 年目以下の若手医師も肝胆膵の
高難度手術を執刀から術後管理、外来フォローま
で非常に丁寧にやりきってくれて、岐阜外科の将
来を考えると頼もしくなります。

【取り組み・実積】
　2025 年から当院が基幹施設となる「松波総合
病院外科専攻医プログラム」の申請を行いました。
2025 年 4 月から毎年最大 3 名の専攻医が研修で
きることを目指しています。外科医の教育という
最も尊く責任重大な仕事です。院内の外科系医師
が一丸となって外科の魅力を伝え育成し、岐阜の
外科医を増やして、仕事は忙しいがやりがいがあ
り成長できる、活気ある外科を目指します。働き
方改革に伴い、これからの時代に順応した継続可
能な外科の構築を目指します。
　当院の特徴はダヴィンチを用いた手術数の増加
で、2024 年 4 月までに胃切除 120 例以上、結腸
直腸 90 例以上、膵体尾部切除 13 例を実施しまし
た。木村が胃切除、膵体尾部切除のプロクターを、
栃井が結腸切除、直腸切除のプロクターを取得し、
修練中の若手外科医はこの４種類の術式でダヴィ
ンチを用いた手術を執刀できます。若手医師もそ
れぞれが上記の複数術式で合計 30 例程度を経験
し、「ダヴィンチ慣れ」して当院では特別な手術で
はなくなってきました。術後白血球が正常値のま
ま経過し CRP もほとんど上がらない症例を複数経
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主要な手術の件数推移
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前立腺 腎臓 副腎 胃 結腸 直腸 肝臓 食道 膵臓 肺 子宮 合計

2011 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 4

2012 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2013 9 0 0 0 0 0 4 1 0 0 2 16

2014 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27

2015 25 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25

2016 17 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 20

2017 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21

2018 25 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25

2019 27 1 0 5 0 0 0 0 0 0 0 33

2020 19 10 0 8 0 0 0 0 0 0 0 37

2021 27 3 0 18 0 2 0 0 2 0 0 52

2022 19 13 0 34 5 31 0 0 6 15 0 123

2023 29 6 2 54 21 29 0 0 5 19 0 165

合計 248 33 2 120 26 65 4 1 13 34 2 548

当院のダヴィンチ手術件数の推移
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　心臓血管外科

【人員体制】
センター長兼心臓血管外科部長 1 名
低侵襲心臓外科部長　  1 名
大動脈外科部長　   1 名
医員　    1 名

日本外科学会専門医　  4 名
日本外科学会指導医　  1 名
心臓血管外科専門医　  4 名
心臓血管外科修練指導者　  2 名
脈管専門医　    3 名
脈管研修指導医　   2 名

【診療内容】
　当科では心臓、大動脈疾患から冠動脈及び四肢、
腹腔内などの頭頚部を除く末梢動脈、そして静脈
疾患において、超急性期緊急症例から慢性期疾患
まで幅広く、4 人で 24 時間態勢で治療に取り組ん
でいます。

【取り組み・実績】
　当科の特徴としては、下肢閉塞性動脈疾患に対
する血行再建術を多数実施しています。特に包括
的高度慢性下肢虚血（CLTI）における下腿３分枝
への末梢吻合を行う Distal bypass 術は東海地区屈
指の手術件数を行っています。CLTI においては、
その他壊疽デブリードマンや断端形成術、下肢切
断術、植皮術や LDL 吸着療法まで幅広く治療に取
り組んでおり、近隣、県内の医療機関のみならず、
愛知県を始め、三重県や長野県など他県からも患
者さんをご紹介いただいております。
　心臓領域に関しては、以前から虚血性心疾患に
おける人工心肺を用いない心拍動下冠動脈バイパ
ス術（OPCAB）、弁膜症では胸骨切開を行わない、
いわゆる低侵襲心臓手術（MICS）、大動脈領域で
は胸部大動脈ステントグラフト内挿術（TEVAR）、
腹部ステントグラフト内挿術（EVAR）など低侵襲
手術にも積極的に取り組んでいます。また、新た
な低侵襲心臓手術への取り組みとして、2021 年
度に循環器内科、心臓血管外科が中心となって多
職種で構成される松波総合病院ハートチームを結
成し、2022 年に経カテーテル的大動脈弁留置術

（TAVI）を導入しました。現在順調に症例を重ね
ているところです。

　透析内シャント関連手術も、内シャント作成（自
家静脈、人工血管）、血栓除去、経カテーテル的血
管拡張術など幅広く、緊急症例にも対応して多数
実施しています。また透析患者さんは心臓大血管・
末梢動脈疾患を合併していることも多く、慢性維
持透析導入後の患者さんにおける心大血管疾患、
末梢動脈疾患も多数診療しております。
　従来の確立された手術術式のみならず、上記の
ような低侵襲化も安全を維持しながら推し進め、
医療の進歩に遅れることなく患者さんあるいはご
紹介いただく医療機関のニーズに十分応えられる
安心な医療を提供できるよう、これからも取り組
んでまいります。
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